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公益社団法人日本フェンシング協会 
審判員規定 

 
（目的） 
第１条 この規定は、公益社団法人日本フェンシング協会（以下、「協会」と言う）が認

定する審判員の制度を定めるとともに、審判員の養成とその資質の向上を図るために

必要な事項を定めることを目的とする。 
 
（公認審判員のグレードと資格） 
第２条 協会が認定する審判員のグレードは以下の５区分とし、これを総称して「公認

審判員」と言う。 
一 Ａ級 
二 Ｂ級 
三 Ｐ級 
四 Ｃ級 
五 Ｅ級 

２ 各グレードについては、フルーレ、エペ、サーブルの種別ごとに認定する。 
３ 各グレードの有する資格は別表１のとおりとする。 
 
（審査・認定） 
第３条 公認審判員の認定にあたり、協会の審判・ルール・ライセンス委員会（以下、

「委員会」と言う）が審査を行う。 
２ 審査を受けようとする者は、別表２に示す審査費を協会に納入しなければならない。 
３ 審査の結果、認定要件を満たした者は、公認審判員として協会に登録することがで

きる。 
４ 公認審判員の認定要件は別表３のとおりとする。 
 
（登録） 
第４条 公認審判員は、毎年度実施されている協会への個人登録をすることによって、

公認審判員として登録される。 
２ はじめて公認審判員として登録する場合、あるいはグレードを変更して登録する場

合には、別表４に示す登録費を納入しなければならない。 
３ 公認審判員は、２回目以降の登録にあたり、次の各号のいずれかを充足していなけ

ればならない。 
一 委員会の指定する競技会での審判 
二 委員会の指定する講習会の受講 

４ 公認審判員は、一項に示す登録にあたり、必ず書面にて前年度の審判実績を委員会

に報告しなければならない。 
 
（責務） 
第５条 公認審判員は、委員会から審判員としての活動を指示された場合には、正当な

理由なくこれを拒否してはならない。 
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２ 公認審判員は、委員会から講習会等の受講を指示された場合には、正当な理由なく

これを拒否してはならない。 
３ 公認審判員は、最新の規則の知識及び審判技術の習得向上に努めなければならない。 
 
（停止） 
第６条 次の各号のいずれかに該当する場合は、その認定を停止するものとする。 
一 協会に登録を行わなかった場合 
二 本人から認定停止の申し出があり、これを委員会が認めた場合 
三 第５条に示す責務を怠った場合 
四 公認審判員としての適性を欠く行為や不相応な言動、重大な過失、名誉を著しく

傷つける行為等があったと委員会が認めた場合 
五 過去２年間において審判実績、講習会受講のどちらの実績もなく、最新の規則の

知識に欠くと委員会が認めた場合 
 
（降格） 
第７条 各グレードで必要とする知識や審判技術を有していないと委員会が認めた場合

には、グレードを降格する。 
２ Ｃ級、Ｅ級の公認審判員の降格については、その認定を停止するものとする。 
 
（復活） 
第８条 第６条あるいは第７条２によって公認審判員の認定を停止された者で復活を希

望する者は、委員会の指定する講習会を受講したうえで、委員会が認めた場合には、

停止前の資格を復活することができる。 
２ 前項によって停止前の資格を復活した者は、別表４に示す登録費を納入しなければ

ならない。 
 
（講習会） 
第９条 委員会は、最新の規則の周知や審判技術の向上を目的とした講習会を開催しな

ければならない。 
 
（表彰） 
第１０条 委員会は、特に優秀な公認審判員に対し、表彰を行うことができる。 
 
（国際審判員への推薦） 
第１１条 委員会は、Ａ級に認定された公認審判員の中から特に優秀な者を国際審判員

として国際フェンシング連盟、アジアフェンシング連合に推薦する。 
 
（名誉審判員） 
第１２条 競技の発展と審判技術の向上のために、後進の指導や競技会の管理等の任に

あたることを目的として、第２条の定めに加えて、名誉審判員を設ける。 
２ 名誉審判員は、対外呼称を「Ｓ級」とする。 
３ 名誉審判員は、委員会の推薦に基づき協会の理事会における承認により認定する。 
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４ 名誉審判員の認定要件は別表５のとおりとする。 
５ 名誉審判員は、第４条の定めに準じて協会に登録しなければならない。 
６ 名誉審判員は、その登録にあたり別表６に示す登録費を納入しなければならない。 
７ 名誉審判員として相応しくない言動等があったと委員会が認めた場合には、協会の

理事会における承認により、名誉審判員の認定を取り消すことができる。 
 
（徽章） 
第１３条 公認審判員あるいは名誉審判員であることを証するために、委員会は徽章を

交付する。 
２ 公認審判員あるいは名誉審判員は、協会が主催あるいは主管する競技会の審判員や

役員の職務に就く場合には徽章を着用しなければならない。 
３ 次の各号のいずれかに該当する場合には、徽章を委員会に返却しなければならない。 
一 第６条の定めにより公認審判員の認定を停止された場合 
二 第７条の定めにより公認審判員のグレードを降格された場合 
三 第７条２の定めにより公認審判員の認定を停止された場合 
四 第１２条７の定めにより名誉審判員の認定を取り消された場合 

 
 
附則 

この規定は、平成２８年６月１日から施行する。 
これにより平成２３年より施行した「（社）日本フェンシング協会公認審判規定」

は廃止する。 
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別紙１ 公認審判員の資格 
グレード 資格 

Ａ級 全日本選手権大会、国民体育大会等の主要大会において、全ての試合

で審判をする資格を有する 
Ｂ級 全日本選手権大会、国民体育大会等の主要大会において準決勝までの

試合の審判をする資格を有する Ｐ級 
Ｃ級 全日本選手権大会、国民体育大会等の主要大会において準々決勝まで

の試合の審判をする資格を有する 
Ｅ級 主要大会以外の試合の審判をする資格を有する 

 
別表２ 公認審判員の審査費 

グレード 
金額 

１種目 ２種目 ３種目 
Ａ級 なし 
Ｂ級 5,000 円 7,000 円 9,000 円 
Ｐ級 （Ｐ級の受験は認めない） 
Ｃ級 4,000 円 5,000.円 6,000 円 
Ｅ級 （Ｅ級の受験は認めない） 

 
別表３ 公認審判員の認定要件 

グレード 認定要件 
共通 ・協会の登録会員であること 

・満１８歳以上であること 
Ａ級 ・Ｂ級認定から２年以上経過していること 

・過去２年間の審判実績が優秀であると委員会が評価していること 
Ｂ級 ・３年以上の実技経験者であること 

・委員会が指定する講習会を受講すること 
・委員会が実施する試験の結果が８５点以上であること 

Ｐ級 ・委員会が指定する講習会を受講すること 
・委員会が実施する試験の結果が８０点以上であること 
 
Ｂ級を受験した場合にＢ級としての認定要件を満たさないものの、

上記認定要件を満たす場合にはＰ級として認定する。 
Ｐ級として認定した場合、次の条件を満たした場合にＢ級として認

定する。 
・Ｐ級認定後２年までの間に、委員会が指定する競技会（ＪＯＣジュ

ニアオリンピックカップ、全国高等学校選抜大会、全国高等学校総

合体育大会、全日本選手権大会、国民体育大会等）において審判を

行うこと 
・上記の審判実績に対する委員会の審査の結果としてＢ級レベルに達

していること 
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グレード 認定要件 
なお、Ｐ級認定後２年を経過してＢ級に認定されない場合には、Ｃ

級として認定する。 
Ｃ級 ・１年以上の実技経験者であること 

・委員会が指定する講習会を受講すること 
・委員会が実施する試験の結果が７０点以上であること 

Ｅ級 ・委員会が指定する講習会を受講すること 
・委員会が実施する試験の結果が６５点以上であること 
 
Ｃ級を受験した場合にＣ級として認定要件を満たさないものの、上

記認定要件を満たす場合にはＥ級として認定する。 
なお、Ｅ級として認定した場合には、Ｅ級認定後２年までの間はＣ

級の審査費を免除する。 
 
別表４ 公認審判員の登録費 

グレード 金額 
Ａ級のうち国際審判員 ¥10,000 
Ａ級 ¥8,000 
Ｂ級 ¥5,000 
Ｐ級 ¥4,000 
Ｃ級 ¥3,000 
Ｅ級 ¥3,000 

注：徽章等の手数料を含む。 
各種別において認定された最上のグレードに対応する登録費を支払う。 
グレードを変更して登録する場合には、変更後のグレードの登録費と変更前のグ

レードの登録費との差額を支払う。 
 
別表５ 名誉審判員の認定要件 

グレード 認定要件 
名誉審判員 ・永年にわたり、審判員として特に顕著な功績があると認められるこ

と 
・永年にわたり、後進の審判員の指導や審判技術向上に貢献している

こと 
・審判員としての卓越した知識と技術を有していること 
・審判員の模範となる人格、識見を有していること 

 
別表６ 名誉審判員の登録費 

グレード 金額 
名誉審判員 ¥30,000 

注：徽章等の手数料を含む。 
 


